
日程 医療機関 診療科目 電話番号

１日（日） こどもクリニック い
とう小児科（東松山市） 小児科 0493-34-4145

８日（日） 上野診療所
（川島町）

内 科、循 環
器科 049-297-6633

15 日（日） 武蔵嵐山病院
( 嵐山町 ) 内科 0493-62-7282

22 日（日） 瀬川病院
（小川町） 内科 0493-72-0328

29 日（日・祝） 宏仁会小川病院
（小川町） 内科 0493-73-2750

30 日（振休） 平成の森 川島病院
（川島町） 内科 049-297-2811

４月の休日当番医 ※診療時間　午前 9時～午後 5時

電話番号 受付時間
休日や夜間の急病相談

救急電話相談 ＃ 7119 または
※ 048-824-4199 毎日 24 時間

※電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイスにより相
談者の判断の参考としていただくものです。

平日夜間時のお子さんの急病・けがなど

比企地区
こども夜間
救急センター

0493-22-2822

【受付】月～金の午後７
時 30 分 ～ 10 時　【 診
察】月～金の午後８時
～ 10 時

場所：東松山医師会病院内（東松山市神明町 1－15－10）

ごみ・資源収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
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情報の

就　

労

▼
応
募
資
格
　
坂
戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
に
在

西
入
間
地
区
防
犯
協
会

防
犯
ポ
ス
タ
ー
募
集

求
人
企
業
合
同
説
明
会

　
入
場
料
無
料
、予
約
不
要
で
企
業

担
当
者
に
よ
る
面
接
と
企
業
説
明
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
31
年
３
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
、

既
卒（
３
年
以
内
）の
方

▼
日
時
　
４
月
17
日（
火
） 

午
後
１

時
～
４
時（
受
付
は
正
午
～
午
後
３

時
30
分
）

▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

４
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
持
ち
物
　
履
歴
書（
既
卒
の
方
）

▼
参
加
企
業
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト(http:// w
w

w
.kotaikyou-

saitam
a.ne.jp/)

に
４
月
上
旬
に
掲

載▼
問
合
せ
　
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議

会
☎
０
４
８

－

６
４
７

－

４
１
８
５

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
新
年
度
が
始
ま
り
あ
わ
た
だ
し

い
時
期
で
す
が
、今
一
度
ご
み
出
し

ル
ー
ル
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ご
み
、資
源
を
出
す
と
き

　
決
め
ら
れ
た
分
別
方
法
、袋
の
種

類
、曜
日
を
守
り「
収
集
日
当
日
の
朝

８
時
30
分
」ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。黒
い
袋
、

段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
中
身
の
見
え
な
い

も
の
で
出
さ
れ
た
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

※
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
前
日
に
、

ご
み
・
資
源
等
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
収
集
時
間
は
、当
日
の
交
通
事
情

や
収
集
経
路
等
の
関
係
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

※
分
別
に
迷
っ
た
ら
、家
庭
ご
み
と

資
源
の
分
別
表
を
活
用
し
て
く
だ
さ

住
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の
方

▼
作
品
の
テ
ー
マ
　

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
全
般

②
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防

止
　
③
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止
　
④
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
　

⑤
万
引
き
防
止
　
⑥
自
転
車
盗
難
被

害▼
作
品
の
規
格
　
用
紙
サ
イ
ズ
は
４

ツ
切
か
ら
８
ツ
切
の
範
囲
内

※
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン（
標
語
）は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。入
れ

た
場
合
は
審
査
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

▼
締
切
　
６
月
15
日（
金
）必
着

▼
そ
の
他
　
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。応
募
者
全
員
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。優
秀
作
品
に

は
、県
ま
た
は
西
入
間
地
区
防
犯
協

会
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま

す
。

▼
応
募
先
　
応
募
者
の
住
所
、氏
名
、

職
業（
学
校
名
・
学
年
）、年
齢
、電

話
番
号
、作
品
の
ね
ら
い
を
裏
面
に

明
記
の
上
、〒
３
５
０

－

０
２
１
５
　

坂
戸
市
関
間
２

－

４

－

17
　
西
入
間

警
察
署
内
２
階
　
西
入
間
地
区
防
犯

協
会
ま
で
郵
送
か
持
参
。

▼
問
合
せ
　 

西
入
間
地
区
防
犯
協

会
☎
２
８
１

－

８
４
８
４

募　

集

い
。

◆
多
量
の
ご
み

　
集
積
所
へ
一
度
に
多
量
に
出
す
こ

と
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
引
越
し
、樹
木
の
剪
定
な
ど
で
多

量
に
発
生
す
る
ご
み
は
、施
設
に
直

接
搬
入
す
る
か
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
は
、「
平
成
30
年
度
版
　
ご

み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
」（
平

成
30
年
3
月
広
報
と
同
時
配
布
済

み
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
野
外
焼
却
は
禁
止
で
す

　
野
外
焼
却
は
、原
則
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
、焼
却
温
度
が
低

い
た
め
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発

生
す
る
こ
と
や
煙
・
臭
い
の
発
生
に

よ
り
、近
隣
の
方
な
ど
と
の
ト
ラ
ブ

ル
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。町
で
は
、一

部
の
例
外
規
定
は
あ
り
ま
す
が
ご
近

所
の
迷
惑
に
な
る
場
合
に
は
注
意
を

し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、空
気
が
乾
燥
し
て
い

ま
す
。火
災
の
原
因
に
も
な
る
野
外

焼
却
は
大
変
危
険
な
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
役
場
産
業
環
境
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
４

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
の

作
品
募
集

　
5
月
～
６
月
に
か
け
て
県
立
近
代

美
術
館
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
で
展
示

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。（
審
査
有
）

▼
応
募
資
格
　
15
歳
以
上
の
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者（
中
学
生
を
除
く
）

▼
出
品
部
門
　
日
本
画（
水
彩
画
含

む
）、洋
画（
版
画
含
む
）、彫
刻
、工

芸
、書（
篆て

ん
こ
く刻
・
刻
字
含
む
）、写
真
の

６
部
門

▼
出
品
点
数
　
各
部
門
３
点
ま
で

▼
出
品
手
数
料
　
１
点
に
つ
き
３
０

０
０
円

▼
搬
入
期
間
　【
個
人
搬
入
】５
月
11

日（
金
）～
13
日（
日
）【
業
者
搬
入
】５

月
10
日（
木
）・
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

▼
応
募
方
法
　
開
催
要
項（「
埼
玉
県

美
術
展
覧
会
」で
Ｈ
Ｐ
検
索
）を
確
認

の
上
、搬
入
期
間
に
近
代
美
術
館
へ

直
接
持
参（
事
前
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ
　
県
生
涯
学
習
文
化
財
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

６
９
２
１

はとやま健康向上委員会委員
　はとやま健康向上委員会は、町長の諮問に応
じ町の健康づくりに関する計画の策定および推
進等に関して必要な調査と審議を行う機関で
す。住民参加による健康づくりに関する施策を
総合的に推進するため、委員を公募します。
◆応募資格　次の①～⑤にすべて該当する方
①本町に引き続き１年以上住所を有する方　②
平成 30 年 4 月 1 日現在において、満 20 歳以上
の方　③応募日現在において、本町の審議会等
に２件以上の公募委員となっていない方　④審
議会等の公募委員就任回数が過去５回以上でな
い方　⑤健康づくりに興味のある方
◆募集人員　６人
◆任期　平成 30 年６月１日～平成 32 年５月
31 日（年４回程度会議を開催。報酬なし）
◆応募方法　町保健センター、役場東出張所に

備えてある応募用紙に必要事項を記入の上、４
月 25 日（水）まで（必着）に、前記のいずれかに
提出してください。（土・日曜日を除く午前８
時 30 分～午後５時。郵送の場合は町保健セン
ター宛）
◆委員の決定　①応募者が募集人員に満たない
場合は、応募資格を確認の上、原則として応募者
を委員に決定します。　②応募者が定員を超え
た場合には、公開抽選により委員を決定します。
◆公開抽選　４月 27 日（金）午前９時から（町
保健センターで実施）
※結果は、応募者全員にお知らせします。
◆問合せ
〒 350-0324 鳩山町大字大豆戸 183-1　町保健
センター☎ 296-2530、FAX296-2832

公募します

ご　

み

15 14
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４月中旬～５月上旬

暮らしの『相談室』

■県の法律相談【要予約】
日時：４月 10 日（火）･24 日（火）、５月８日（火）　
午後１時～４時　場所：ウェスタ川越４階（県川越
比企地域振興センター相談室）　問合せ：県民相談
総合センター☎ 048-830-7830

■町民法律相談【要予約】
日時：５月 14 日（月）　午前 10 時～正午　場所：
役場３階 301 会議室　問合せ：総務課☎ 296-1214

■行政相談･人権相談【要予約】
日時：４月 19 日（木）　午後１時～３時　場所：役
場３階 305 会議室　問合せ：総務課☎ 296-1214

■行政書士による無料相談会【要予約】
日時：４月 25 日（水） 午前９時～正午　場所：役
場３階 305 会議室　問合せ：総務課☎ 296-1214

■女性相談【要予約】
日時：①４月 10 日（火）、②５月８日（火）　午後１
時～４時　場所：役場３階① 304 会議室、② 305
会議室　問合せ：総務課☎ 296-1214

■ニュータウンふくしプラザ保健師相談会
日時：５月７日（月）  午前 10 時～11時 30 分　場所：
ニュータウンふくしプラザ　内容：町の保健師に
よる血圧測定や健康に関する相談　問合せ：町保
健センター☎ 296-2530

■こころの健康相談【要予約】
日時：５月７日（月）  午前 10 時～11 時 30 分　内容：
臨床心理士・精神保健福祉士・保健師によるここ
ろの相談　問合せ：町保健センター☎ 296-2530

■消費生活相談
日時：毎週木曜日 午前 10 時～正午、午後１時～３
時　場所・問合せ：産業環境課☎ 296-5895

■その他相談
日時：平日（月～金曜日）　午前８時 30 分～午後５
時　場所･問合せ：総務課☎ 296-1214

相　

談

遺
言
の
日
記
念

相
続
問
題
相
談
会

西
部
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
無
料
相
談
会

▼
日
時
　
４
月
18
日（
水
） 

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所
　
鳩
山
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
内
容
　
相
続
、遺
言
、登
記
、債
務

整
理
、成
年
後
見
、不
動
産
名
義
変
更

な
ど
の
面
談
相
談（
１
組
１
時
間
）

▼
予
約
方
法
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８

－

８
３
８

－

７
４
７
２
）

へ
電
話
予
約

レポート

埼玉県 LPガス協会東松山支部と
災害時における LPガスの優先
供給等に関する協定を締結

　３月５日、町長公室で、町と一般社団法人 埼

玉県 LP ガス協会東松山支部との間で、「災害

時における LP ガスの優先供給等に関する協

定」締結に伴う調印式が行われました。

　この協定により、災害時において、避難所等の

運営にあたり、町が LP ガスを必要とする場合

に、当支部に避難所等への LP ガスの優先供給

等について協力を要請することが可能となり

ました。小峰町長は、「災害時には、衣食住を中

心とするライフラインの確保が大切になるが、

LP ガスが確保できる本協定は、そうした点も

安心が増し、大変心強い」と話していました。

協
定
書
を
手
に
す
る
矢
島
順
一
支
部
長

（
写
真
右
）
と
小
峰
孝
雄
町
長

▼
問
合
せ
　
埼
玉
司
法
書
士
会

☎
０
４
８

－

８
６
３

－

７
８
６
１

▼
日
時
　
４
月
14
日（
土
） 

午
後
１

時
～
４
時（
受
付
は
午
後
３
時
30
分

ま
で
）

▼
内
容
　
弁
護
士
に
よ
る
遺
言
・
相

続
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

▼
場
所
・
問
合
せ
　
埼
玉
弁
護
士
会

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
４

－

２

－

１

－

１
階
）

☎
０
４
８

－

７
１
０

－

５
６
６
６

お
知
ら
せ

平
成
30
年 

工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
経
済
産
業
省
は
、国
内
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、６
月

１
日
に
平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。調
査
の
結
果
は
中
小

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、国
及

び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は

１
年
に
１
度
、必
ず
接
種
を

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す　

平
成
30
年
度
の
集

合
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す（
雨

天
決
行
）。１
年
に
１
度
、狂
犬
病
予

防
注
射
を
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※
犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方
に
は
、

３
月
末
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
　【
１
日
目
】４
月
13

日（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・
鳩
山
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
泉

井
）、午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
・

公
共
駐
車
場（
中
央
公
民
館
西
側
）

【
２
日
目
】４
月
14
日（
土
） 

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
・
今
宿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
・
公
民
館
石
坂

分
館
駐
車
場

▼
料
金（
１
頭
）　
３
３
０
０
円（
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
、予
防
注

射
料
金
２
７
５
０
円
）

※ 

未
登
録
の
犬
に
つ
い
て
は
、こ
の

他
に
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
が

か
か
り
ま
す
。

※ 

当
日
は
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。調
査
の
趣

旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
　

す
。

▼
調
査
対
象
　
従
業
者
４
人
以
上
の

す
べ
て
の
製
造
事
業
所

▼
回
答
期
間
　
調
査
票
を
５
月
末
ま

で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、６
月
１

日
以
降
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
答
方
法
　
調
査
員
に
調
査
票
を

提
出
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答

▼
問
合
せ
　
役
場
総
務
課

☎
２
９
６

－

１
２
１
４

ご
協
力
く
だ
さ
い

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
町
で
は
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
防
止

を
目
指
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
４
月
６
日（
金
）～
15

日（
日
）の
10
日
間

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
人
も
車
も
自
転
車

も 

安
心
・
安
全 

埼
玉
県

▼
重
点
事
項

【
埼
玉
県
内
】

子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
の
交
通

事
故
防
止

【
鳩
山
町
内
】

①
自
転
車
・
自
転
車
運
転
中
の
携
帯

電
話
等
の
使
用
禁
止

②
自
転
車
利
用
者
の
並
列
運
転
の
禁

止③
働
き
盛
り
の
人
に
対
す
る
交
通
事

故
防
止
の
徹
底

※
４
月
６
日（
金
）に
今
宿
交
差
点
で

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
　
役
場
産
業
環
境
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
４

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
方

は
手
続
き
が
必
要
で
す

　　
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、市
町

村
が
発
行
す
る「
注
射
済
票
」が
必
要

で
す
。動
物
病
院（
注
射
済
票
交
付
の

委
託
を
町
か
ら
受
け
て
い
る
動
物
病

院
を
除
く
）で
注
射
を
行
っ
た
場
合

は
、毎
年
、注
射
済
票
交
付
の
手
続
き

（
獣
医
師
か
ら
発
行
さ
れ
る「
証
明

書
」と
手
数
料
５
５
０
円
が
必
要
で

す
）を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
役
場
産
業
環
境
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
４
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駐
車
監
視
員
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更

　
平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
、駐
車

監
視
員
の
放
置
駐
車
違
反
取
締
り
区

域
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
変
更
概
要
　【
北
坂
戸
駅
周
辺
】伊

豆
の
山
町
・
溝
端
町
の
一
部
に
取
締

り
区
域
を
拡
大
　【
若
葉
駅
周
辺
】駅

西
口
～
国
道
４
０
７
号
線
間
の
路
線

な
ど
を
新
た
に
重
点
路
線
に
指
定

※
詳
細
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、左
記
ま
で
。

▼
問
合
せ
　
西
入
間
警
察
署 

交

通
課 

交
通
指
導
係
☎
２
８
４

－

０
１
１
０（
内
線
４
１
４
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
実
施
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
所
有
す

る
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
、周
辺
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
を
比
較
し
、所

有
す
る
土
地
や
家
屋
に
関
す
る
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
、固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、土
地
・
家
屋
に
関
す
る
個

人
情
報（
所
有
者
、税
額
等
）は
、縦
覧

の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。縦
覧
の

際
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、代

理
人
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
委
任
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
４
月
２
日（
月
）～
５

月
31
日（
木
）（
土
・
日
曜
日
、祝
日

を
除
く
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

▼
手
数
料
　
無
料

▼
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
　
役
場
税
務

会
計
課 

☎
２
９
６

－
５
８
９
２

水
道
使
用
の
開
始
や
中
止
、

使
用
者
の
変
更
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
引
越
し
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
、

水
道
の
使
用
開
始
及
び
中
止
、ま
た

は
使
用
者
が
変
わ
る
と
き
に
は
、そ

れ
ぞ
れ
所
定
の
書
類（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
て
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
　
役
場
水
道
課
ま
た

は「
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
管
理
㈱ 

鳩
山
支

　
上
下
水
道
の
料
金
は
、奇
数
月
の

中
旬
に
検
針
員
が
各
家
庭
に
あ
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
数
値
を
確
認
し
て
、

そ
の
使
用
量
か
ら
料
金
を
確
定
し
、

翌
月（
偶
数
月
）に
使
用
者
に
請
求
し

ま
す
。料
金
の
支
払
い
は
銀
行
や
郵

便
局
、役
場
等
の
窓
口
で
で
き
ま
す

が
、便
利
で
確
実
な
金
融
機
関
で
の

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
役
場
水
道
課
ま
た
は

役
場
東
出
張
所
に
備
え
付
け
の
口
座

振
替
依
頼
書
に
、必
要
事
項
を
記
入
・

金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
し
て
提
出

▼
取
り
扱
い
金
融
機
関
　
り
そ
な
銀

行
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
み
ず
ほ
銀

水
道
料
金
の
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

店
」（
役
場
東
出
張
所
の
隣
に
あ
り

ま
す
。）に
備
え
付
け
の
申
請
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、押
印
を
お
願

い
し
ま
す
。※
電
話
で
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。※
水
道
使
用
開
始
の
際

に
は
、現
地
で
実
際
に
水
が
出
る
こ

と
や
漏
水
な
ど
が
な
い
か
の
立
会
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

▼
問
合
せ
　
役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

■ニュータウンふくしプラザ
対象：どなたでも利用可　開設日時：祝日を除く
毎日（年末年始を除く）  午前 10 時～午後５時　場
所：鳩山町コミュニティ・マルシェ内（松ヶ丘１
-2-4. タウンセンター１階）　問合せ：ニュータウ
ンふくしプラザ☎ 290-5469

■はーとんカフェ今宿
対象：町内在住の概ね 65 歳以上の方とその家族　
開設日時：毎週火・金曜日（祝日・年末年始を除く） 
午前 10 時～午後４時　場所：今宿 532-7（プラザ
M 内）　問合せ：はーとんカフェ今宿☎ 296-6776

■ふれあいいきいきサロン
対象：町内在住の概ね 65 歳以上の方　開設日時・
場所：原則第１月曜日 午前 10 時～正午・今宿コ
ミュニティセンター １階集会室ホール、原則第３
月曜日 午前 10 時～正午・ふれあいセンター３階
301・302 会議室　内容：健康体操、レクリエーショ
ン（ゲームなど）　問合せ：町社会福祉協議会☎
296-5296

■鳩ヶ丘のびのびプラザ
対象：町内在住の高齢者　開設日時：祝日を除く
毎日（年末年始を除く）  午前９時～午後４時　場
所：鳩山小学校内　問合せ：鳩ヶ丘のびのびプラ
ザ☎ 296-1571

■精神保健福祉コミュニティサロン
対象：町内在住の精神障がいのある方とその家族、
支援者など　日時：４月 12 日（木）・26 日 (木）　
午後１時 30 分～午後４時　場所：町ふれあいセン
ター 304 会議室　問合せ：長寿福祉課☎ 296-1241

■介護者交流サロン
対象：在宅介護をしている家族など　開設日時：
毎月第２・４火曜日 午前 10 時～正午　場所：鳩
山松寿圓東館地域交流スペース（松ヶ丘 4-1-4。福祉
健康・多世代活動複合施設内）　問合せ：町地域包
括支援センター☎ 296-7700

行
・
三
井
住
友
銀
行
・
武
蔵
野
銀
行
・

東
和
銀
行
・
埼
玉
縣
信
用
金
庫
・
飯

能
信
用
金
庫
・
中
央
労
働
金
庫
・
埼

玉
中
央
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局（
関

東
圏
の
み
）

▼
問
合
せ
　
役
場
水
道
課

 

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

　３月２日、ボランティアの皆さんの企画により、はー

とんカフェ今宿で「ひな祭り会」が行われました。当日

は、イスを使った健康体操の紹介と実技、町のイベント

の案内のあと、ひなまつりや春にちなんだ歌の合唱、手

遊びやリズム遊びなどで頭の体操も行われました。

みんなと一緒に楽しいひととき

はーとんカフェ今宿「ひな祭り会」
ひ
な
祭
り
飾
り
の
中
、み
ん
な
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　町内業者により、お住まいの住宅を改修する場
合、その費用の一部を町で補助します。
■対象　次の①～⑥のすべてに該当する方（１住
宅１回のみ）
①申し込み時に本町に住民登録（外国人登録）を
している方
②補助対象となる住宅の所有者で、同住宅に居住
している方
③申し込み時点で過年度の町民税を滞納してい
ない方
④対象工事が、上期分の場合同年 9 月末、下期分
の場合年度内に完了すること
⑤対象工事について、町が実施する同様の補助金
を受けていない方
⑥補助金申請前に工事等を着工していないこと
※申請後、現場確認を行い、決定通知を交付

◆書類提出先・問合せ　役場産業環境課☎ 296-5895

受付区分 受付期間 公開抽選日
上期分 ４月 10 日（火）～ 20 日（金）午後５時 ４月 23 日（月） 午前 10 時から。役場 301 会議室。

下期分 10 月９日（火）～ 19 日（金）午後５時 10 月 22 日（月） 午前 10 時から。役場 301 会議室。

抽選方式での
受付に変更します

◆抽選確定後、担当より申請者の方にご連絡いたします。
◆上期・下期受付分とも補助金額 50 万円（１件の上限 10 万円）までの受け付けとなります。

住宅リフォーム資金を補助します
■補助対象工事　町内業者が行う20万円以上（税
別）の個人住宅の改修工事（増築を除く）。ただし、
部分的な修繕工事は除きます。
例…建物の内外装の改修工事、居室・居間・玄関・
台所・トイレなどの改修工事（ただし、公共下水
道等への接続工事は除きます。）
■補助金額　改修工事に要した費用の 100 分の
５に相当する金額で10万円を限度とします。（千
円未満切り捨て）　
■必要書類　【受付時に必要な書類】鳩山町住宅
リフォーム補助金交付申請書（窓口にて配布）、改
修の見積書の写し、改修工事の図面

【抽選確定後に必要な書類】住民票の写しまたは
外国人登録原票記載事項証明書、町税（国民健康
保険税も含む）納税証明書、家屋所有証明書〔抽選
確定後 3 日以内（閉庁日を除く）に提出〕

■受付期間　下表のとおり

給
湯
設
備
類
の
老
朽
化
に
伴
い

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

休
止
し
ま
す

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
槽（
お

風
呂
）は
、平
成
７
年
の
開
所
以
来
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、給
湯
設

備
類
は
老
朽
化
が
著
し
く
、大
規
模

な
改
修
工
事
等
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
費
の
約
３
分
の
１
は
浴
槽
に
係
る

経
費
で
あ
り
、施
設
の
維
持
管
理
上
、

大
き
な
負
担
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
も
あ
り
、総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
を
４
月
１

日
か
ら
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、町
で
は
今
年
度
、公
共
施
設

全
体
の
管
理
運
営
を
見
直
す
計
画
で

あ
り
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
、入
浴
施
設
を
含
め
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
日
ご
ろ
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
に
は
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、諸
般
の
事
情
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
役
場
長
寿
福
祉
課

☎
２
９
６

－

１
２
１
０

町内の『サロン』

19 18



広報はとやま2018.４月号 広報はとやま2018.４月号

Life Information

お
知
ら
せ

18

はとやま

雑　　感
町長　小峰孝雄

【今月のテーマ】　友好都市協定

　東京都国分寺市とは、平成 25 年に古代

瓦づくりを通じての地域交流が図られまし

たが、この度、国分寺市と友好都市協定を結

ぶこととなりました。

★

　今から約 1300 年も前、鳩山町内の古代

窯で、武蔵国分寺の造営に用いられた瓦や

須恵器が盛んに焼かれていました。現在、国

分寺市では「平成の国分寺造営事業」のプロ

ジェクトに取り組んでいます。

　この協定により、瓦の生産地である鳩山

町と瓦の消費地である国分寺市との間で、

古代における歴史的なつながりを通じた文

化的な交流事業を軸にしながら、様々な分

野において、広く交流を図り、友好と理解を

深めていけるものと思います。

★

　国分寺市との縁は、この古代の瓦だけで

はありません。鳩山町には、JAXA の地球

観測センターがありますが、国分寺市は、日

本の宇宙開発の発祥の地でもあります。「日

本の宇宙開発・ロケット開発の父」と呼ば

れる糸川博士が、ペンシルロケットの水平

発射実験を行なった記念すべき場所が、国

分寺の地です。国分寺市制施行 50 周年記

念として、小惑星「コクブンジ」が命名され

ています。

★

　また、国分寺市には、日立製作所の中央研

究所がありますが、鳩山町にある日立製作

所の基礎研究センタは、もともと中央研究

所にあったセクションが移転したもので

す。

★

　このように、国分寺市と

は、古代だけでなく現代で

も、その時代の最先端の分

野で、深いつながりがあ

り、この後の交流が楽しみ

です。

ご
活
用
く
だ
さ
い

提
案
型
障
が
い
者

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金

　
町
で
は
、障
が
い
者
の
社
会
参
加

の
促
進
や
障
が
い
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
、障
が
い
者
へ
の
町
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、事
業

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
団
体
　
障
が
い
福
祉
に
関
す

る
活
動
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
し
、町
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
、

構
成
員
数
が
５
人
以
上
で
、町
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
者
を
主
た

る
構
成
員
と
し
て
い
る
団
体

▼
補
助
対
象
事
業
　
対
象
団
体
が
企

画
し
て
実
施
す
る
障
が
い
者
の
社
会

参
加
の
促
進
ま
た
は
、障
が
い
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
・
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

（
営
利
目
的
事
業
は
対
象
外
）。

▼
助
成
額
　
補
助
対
象
事
業
に
直
接

必
要
な
経
費（
事
業
実
施
に
必
要
な

講
師
代
や
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
費
及

び
印
刷
費
な
ど
）の
合
計
額
の
２
分

の
１
以
内（
３
万
円
を
限
度
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

坂
戸
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　『
今
ま
で
仕
事
を
し
た
経
験
が
な

い
』、『
ど
ん
な
仕
事
が
自
分
に
合
う

の
か
分
か
ら
な
い
』な
ど
、障
が
い
者

の
就
労
に
関
す
る
相
談
や
就
労
に
向

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
20
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。制

度
の
承
認
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
で
す
の
で
、昨
年
度

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
方
で

も
、継
続
し
て
猶
予
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
制
度
に
よ
り
昨
年
度

の
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
今
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
、４
月
上
旬
に
年
金
事
務

所
か
ら
、基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。昨
年
度
と
同

一
の
学
校
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
方
は

ハ
ガ
キ
を
年
金
事
務
所
へ
郵
送
す
る

こ
と
で
簡
単
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
手
続
き
場
所
　
役
場
町
民
健
康
課

保
険
年
金
担
当
窓
口
、ま
た
は
東
出

張
所（
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
方
は
直

接
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
必
要
な
も
の
　
◇
個
人
番
号
の
通

知
カ
ー
ド
も
し
く
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
、ま
た
は
年
金
手
帳
　
◇
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
証
は
表

と
裏
の
両
面
の
コ
ピ
ー
で
も
可
）　

◇
認
印（
代
理
の
方
が
申
請
書
を
記

入
す
る
場
合
）

※
ハ
ガ
キ
で
提
出
さ
れ
る
場
合
、学

生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学
証
明
書
な
ど

を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
審
査
結
果
　
日
本
年
金
機
構
か
ら

直
接
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。結

果
が
届
く
前
に
、国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
書
が
ご
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま

す
が
、納
付
せ
ず
に
結
果
通
知
を
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
役
場
町
民
健
康
課
☎
２

９
６

－

５
８
９
１
ま
た
は
日
本
年
金

機
構
　
川
越
年
金
事
務
所
☎
２
４
２

－

２
６
５
７

新婚生活のスタートを支援します
　町では、少子化対策、移住・定住促進対策とし
て、新たに婚姻した世帯に対し、居住費・引越し
費用の一部（最高で 30 万円）を助成します。
■対象となる世帯　平成 30 年３月１日～平成
31 年２月 28 日に婚姻届を提出し、対象住居が
町内にあるなど、必要な条件をすべて満たす世
帯（必要条件の詳細は、町ホームページをご覧い
ただくか、担当までお問い合わせください）。
■申請期間　４月２日（月）～平成 31 年３月 29
日（金）
■申請方法　窓口に備え付けの申請書に必要書
類を添えて提出
■問合せ　役場町民健康課☎ 296-5891

助成額等
世帯の所得の
金額（※）

年齢
（夫婦いずれも）

補助金額（１世帯
当たりの上限額）

340 万円未満 満 35 歳未満 30 万円
340 万円未満 満 35 歳以上満

40 歳未満 10 万円340 万円以上
※夫婦の平成 29 年分（５月 31 日までに申請を
する場合は平成 28 年分）の所得合計額

対象経費
平成 30 年３月１日～平成 31 年２月 28 日に生
じた次の費用。（費用発生後、必要書類を添えて
申請）
①町内での新規の住宅取得費用
②町内での新規の住宅賃貸費用（賃料など）
③婚姻に伴う引越し費用

居住費用を
補助します

※
補
助
金
の
交
付
回
数
は
、１
団
体

に
つ
き
原
則
と
し
て
一
会
計
年
度
に

限
り
１
回
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
役
場
長
寿
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
９
６

－

１
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
９
６

－

３
３
９
０

け
た
支
援
、就
労
し
た
後
の
支
援
を

坂
戸
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い

る
、雇
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
企

業
、事
業
所
な
ど
か
ら
の
相
談
も
無

料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
鳩
山
町
・
坂
戸
市
在
住
で

障
が
い
の
あ
る
方

▼
場
所
　
坂
戸
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

２
階（
坂
戸
市
石
井
２
３
２
７

－

６
）

▼
連
絡
先
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も 

２
８
３

－

６
１
６
１

▼
相
談
日
　
月
～
金
曜
日 

午
前
９

時
～
午
後
５
時

▼
定
休
日
　
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年

レポート

各小学校で「子どもと障がい者
のふれあい事業」を実施

　障がいに対する正しい理解と認識を深め、福

祉の心を育てるため、10 月から２月の期間、

町内の小学校で「子どもと障がい者のふれあい

事業」（主催：町長寿福祉課）が行われました。

各小学校では、聴覚障がい者の西澤登志雄さん・

恭子さん（社団法人 埼玉県聴覚障害者協会 比

企聴覚障害者の会）を講師に招き、手話サークル

「つくし」の皆さんに協力していただきながら、

児童たちが手話を学びました。

　障がい者の経験談や手話にふれた児童たち

は、「思ったより手話は難しくなかった。もっと

他の手話も知りたいと思った」「障がい者に出

会ったら、手話であいさつと自己紹介をしてみ

たい」などと話していました。

自
分
の
名
前
を
手
話
で
表
現
す
る
練

習
も
し
ま
し
た
（
写
真
は
今
宿
小
）

末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

　
障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族
を
対
象

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
等
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
入
間
西

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、４

月
２
日（
月
）か
ら
移
転
し
ま
す
。

▼
住
所
　
毛
呂
山
町
大
字
小
田
谷
30

－

１
　
ワ
ン
ダ
ー
ハ
ウ
ス
内

▼
連
絡
先
　
電
話
２
７
７

－

４
２
７

５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
７

－

４
２
７
６

▼
問
合
せ
　
役
場
長
寿
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
９
６

－

１
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
９
６

－

３
３
９
０
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